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および AH7974の細胞内の核酸(主として RNA)
の代謝を調べ，それに対する制癌剤クロモマイシン 
A3 (トヨマイシン・タケダ〉の影響をみた。上清の 
Elution pattern は正常肝のそれとほぼ同じであっ
て大別しで4種の peakK分れた。比放射能の推移
よりみて，癌細胞の代謝回転は正常肝K比して 2倍
以上早い事が判った。第 1のピークは核に由来する 
RNA， 第2のピークは第 1のピークより移動した 
RNA， 第 3のピークは S.-RNA， 第4のピークは
主としてリボゾーマJレRNAで，クロモマイシンは
特異的KS-RNAの代謝を阻害した。核の Elution 
patternも上清のそれとほぼ同じでクロモマイシン
はやはり S司 RNAの代謝を阻害した。制癌剤lζ耐
性のあると云われる AH7974株に同様の実験を試
みた 
20. 改築性胃炎に関する病理組織学的研究
大学院3年鈴木博孝 
21. 胃癌間質の 2，3，の知見
(組織化学的研究〉
大学院3年(病理〉玉真俊一
本教室の手術症例より，胃小轡上にできた腺癌3
例， 潰湯2例。対照例として 12指腸潰蕩1例の小 
轡より切片をとり，その間質について組織化学的検
索を行った。
亜酢酸鉛固定後トルイジンブ、ルーにて肥貯細胞を
赤紫色に染色するに癌巣のはっきりせる部位の間質
では，対照例の間質の肥貯細胞に比べ明らかにその
数の減少をみる。
アミノアクリジン固定でアルシャンブ、ルー染色を
行うと間質の酸性粘液多糖類は青色K染まる。癌間
質部の線維は青色を呈するが対照例の間質では殆ん
ど染っていない。
アセトン固定をなしゴモリ氏法はよりフォスファ
ターゼをみるに，同一切片i乙て癌巣部間質では黒褐
色にそまり，やや癌巣より離れた，異型増殖の部で
はやや染色され，ほぼ正常の組織像の間質では殆ん
ど染色されない。
現在，なお，多数例について検討中である。 
22. 線スキヤニングの臨床
川名正直
体内の RIを体の長軸方向に計測連続描記するこ
の方法は 10分位の短時間lζ分布を知り得るという 
特徴がある。反覆して行う ζともできるので診断お
よぴ、機能検査への応用範囲は広い。今回は下記 RI
を使用して諸臓器への分布を時間的に追求した線ス
キヤニングの臨床例を報告する。
出 I甲状腺(機能充進症，低下症〉
凶 1I-Hippuran腎臓(尿道狭窄〉 
131I-Diodrast腎臓，肝臓、 
85Sr骨(骨腫蕩〉 
1311Alizarinred骨(骨転移)-

59Fe牌臓，肝臓 
  
51Cr牌臓 
  
198Au肝臓，胸腔内，腹腔内
 
131I-Rosebengal肝臓，胆嚢，牌臓
 
177Lu胸腔内，腹腔内
 
23. 教室における胃ポリポージス症例について

沼津市立病院殿塚健司 
  
24. 蛋白同化ステロイドの外科的応用
一特に術後の利原作用について一
西村明
われわれは先に消化管手術における栄養管理面よ
り蛋白同化ステロイドの蛋白同化作用が著しいこと
を報告したが，今回は Korencheuskyのいう腎に
Tこいする作用に注目して術後乏尿に及ぼす影響を検
討した。
成熟ラッテl乙本剤を投与したのちその腎組織をみ
ると細尿管移行上皮およびその細胞核の肥大がみら
れ，腎機能改善に効果あることが推測される。次に
術後の尿排出率を胃切除例と胃全別あるいは食道癌
根治手術例で比較すると手術侵襲度の大きい後者が
著しい低値を示しだ。また胃切除例について投与時
期を術前，術後にわけ検討した結果，術前投与は明
かな利尿を示した。さらに投与量では大量を短期間
より少量を比較的長期間にわたり用いるのがよい乙
とがわかった。以上のことから術後腎不全をおこす
と思われる症例に術前から使用してきわめて良好な
結果を得ているので報告した。 
25. 消化管手術後における化学療法の検討
花岡建夫
耐性菌の増加は，術後感染予防の目的を減少せし
めている。この問題に対し，最近 1年半にわたる術後
感染症を予防的に使用せる抗生物質と起炎菌の側か
ら検討し，起炎菌に感受性の極めて高い Kanamy-
cin，Demethoxyphenyl Penicillinを約二ヶ月間
にわたり使用し，その聞の術後感染症についても，
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検討した。
l年半の術後感染症を，術式別並びに投与抗生物
質の側から検討すると， TCより CMの方がやや
優れており， in vitroの成績とほぼ一致し，主たる
起炎菌は黄色ブドウ球菌および大腸菌であった。黄
色ブ菌K高度の感受性を有する抗生物質は， M.P. 
I-PC，DMP-PC，KMであり，大腸菌に対しては，
KMであった。
DMP-PCとKMを主として使用した後で，生じ
Tこ感染症は，ブ菌による感染をほぼ完全に押えてい
た。 89例の DMP-PC投与例では，腸内細菌，カン
デイダによるものが主であった。まfこ，他の抗生物
質投与例と DMP-PC投与例の咽頭内ブ菌の検出率
R.，明らかな差を認めた。 
26. 食道粘膜の異型増殖について

磯野可ー 

食道癌剖検例 30例と，非癌例 30例につき，そのー
縦断面で，癌例の場合は癌巣を除き，全長を約 3cm
づつに分から，扇平上皮細胞の Mitoseの数を計
測した結果， Mitoseの数は癌巣に遠くなる程少な
くなるが，癌例および非癌例共異型増殖の見られる
部位では， Mitoseの数は多くなる。 また食道全長 
に異型増殖の見られる場合にも， Mitoseの数は癌
巣よ b遠ざかる程少なくなる。 Mitoseの数を類表
皮化のある場合と，ない場合とで比較して見ると類
表皮化のある場合は，それの認められない場合に比
して， Mitoseの数は少ない。異型増殖の分布は食
道癌例の方が，非癌例の場合よりも，広範囲Eつ強
度K認められた。更に，食道癌例および非癌例の 1
部の食道粘膜上皮組織に二段層形成を認めたが，こ
の二段層と二段層形成を有しない異型増殖との聞に
関連性のある事がわかった。 
27. 剖検例による肝癌，肝腺糧および肝結節性肥
大部周囲の肝組織における肝小葉内問葉性固定
細胞の変化について
青木敏郎 
剖検例中の肝癌 23例，肝腺腫 4例，肝結節性肥
大 34例の計 61例について，おのおのの病巣に接す
る肝組織の小葉内間葉性固定細胞の変化を比較しつ
つ組織学的に問葉性固定細胞の増減，肥大，萎縮，
変性等を検索した。肝に特殊病変のない 32例を対 
照肝とした。肝癌原発部では細胞数の半減，胞体， 
核の著明な萎縮，胞体中の PAS陽性物質の減少を 
示した。肝癌の転移部例では原発部例に似た変化を 
示した。肝腺腫例では細胞数は軽増，大きさも軽度
肥大がみられた。肝癌のない肝結節性肥大部例では
細胞数は増加し，肥大もみられた。
以上の検索成績から間葉性固定細胞は肝腺腫並び
f乙肝結節性肥大部の周囲では細胞数の増加と胞体お 
よび核の肥大がみられるが，肝癌並びにその転移部 
周囲の間葉性固定細胞は減少，萎縮，変性がみられ 
る。よって腫療の悪性とその周囲の間葉性細胞の崩 
壊は密接な関係を有するので，この変化は悪性腫蕩
の診断上注目すべき所見と考える。
28. 胸部上中部食道癌 10年生存例の検討

星野邦夫 

胸部上中部食道癌根治手術症例は昭和 36年末ま
で416例で， ζのうち 10年生存者 7例を得た。同
年代l乙根治手術を施行した患者の中から直死例と 5 、
年以上生存例を除き，かつ標本の完備しているもの 
50例を対照例として比較すると術前一般状態は生
存例群は造かに良好で，レ線は鋸歯型，食道鏡は潰療
型が多い。手術根治度では生存例は皆 1度で， ，2度， 
3度となる程平均生存年数が短かくなる。易iJ出標本
では教室の大塚による肉眼分類が良く予後を現わし
生存例は工， IT型が多い。組織学的には CPL分類
が予後を現わしているが，新しく細胞異型度，配列
異型度，基質増殖度，浸潤度及びこれらを総合した
組織悪性度を定めて分類すると生存例は悪性度少な
く，対照例は悪性度強い者が多く，予後を判定する
上lζ重要な因子となる。将来検討を重ねて (1)術
前術後の一般状態 (2)根治度 (3)組織悪性度を
変数とした方程式を作り予後を推計するようにした
い。
29. 教室における癌化学療法について

小野寺美津雄 

外科の立場から，手術と癌化学療法の併用療法に
ついて， 教室における比較的最近(昭和 31年初頭
より 35年末迄)の臨床例から， 癌化学療法剤の効
果を検討してみた。検討の対象は，入院患者の内，
開胸腹され，腫療とその拡りを確認された症例であ
る。使用抗癌剤並びに使用症例数は，今回の調査を
経たものは， Nitromin 8例， Thio-TEPA. 27例，
8-Azaguanin 3例， Mitomycin C 13例， Carzi・
nophilin 17例， Sarkomycin 15例， Sarkomycin 
INH 9例等がその主なものである。効果の判定基
